
▲－ －て l‾  

二 
．●l  

● 
；：．∵∵、∴             ◆l▼  
．r・ノ     ●●＿－＿ 一◆●●・■－ ： 
．う．．r 
・†▼ ■′㌫イ1・・■・1  

日経新聞に見惑  
ゎが社のヘッジ商品、ヘッジ戦略   

いま、企業はリスク防止のため、各種の手  

段を講じ、各種の商品を販売しています。そ  

こで、日本経済新聞社の各種媒体にその実例  

を見てみましょう。  

るが、日経平均が17％以上下落した場合でも  

元本の90％を保証する。投信の入門商品とし  

て高齢者や個人投資家向けに販売する。   

新商品は10月10日まで募集する。信託期間  

は、2003年10月15日から2005年10月17日まで  

約2年間。日本国億や日経平均株価をもとに  

価格が決まるように設計したユーロ円債など  

で運用する。   

終了時の基準価格（2005年10月3日～5日  

の終億の平均値）と開始時の基準株価（10月  

15日～17日の終値の平均値）を比べ、上昇率  

が5％以下だった場合には元本の102％を償  

還する。上昇率が5％を超えた場合は元本の  

105％を上限に、疎価上昇率に応じて償還額  

が決まる。  

（8月1う日付、日経金融新聞）  

英治出版 書籍ファンド公募  

学術書なと 企画ネット公開  

ビジネス書などを発行する夷治出版（束革・さ霊  

渋谷、原田英治社長）は、書籍の出版費用を；子  

亡．ニ▼ 

調達するための基金「ブックファンド」を年▼三  

内にも公募で組成する。ホームページで出版  
－，、、」  

予定書籍の企画者を一般に公臥賛同者から・こ｝ 

出資金を募る。売れなかった際のリスクを出や  
）ごキ  

資者が負担、学術書や若手作家の作品など商   
l一、  

業ベースに乗りにくい書籍の出版に道を開く。∴「   

企画碇案者とその関係者など限られた人が 

出資する私募のブックファンドは例があるが、  

公募は珍しい。企画内容と収益見通しを記載  

した出版目論見書をもとに一般から資金を集  

める。試験的に年内に公募ファンドを1本作  

る。軌道に乗れば、来年は20本近くを立ち上  

げる。   

出資単位は1口10万円で、ファンドの1本  

の規模は、300万～500万円。英治出版はファ  

ンド管理料として、調達額の7％を受け取る。  

（7月7日付、日軽産業新開）   
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業者向桝曇∴勧訂由佃に撫うⅦ宿意争のリ  

スク、を軽減するデリパティブ（金融派生商品）  

を発売した。契約期間中に電力会社が想定以  

上に電力料金を下げた場合モルガンが参入企  

業の損失を補てんする仕組み。新規参入企業  

の利益減少リスクを軽減する。   

電力小売価格のデリパティプは国内でも初  

めてという。東京電力、関西電力、中部電力  

の供給地域内で、消費規模が50キロワット以  

上の工場やオフィスビル向けの大口電力科金  

を対象とするら契約期間は3年で、この間に  

大口料金の引き下げがあると想定bモルガン  

と新規参入業者は、電力3社の現行料金から  

東京海上火災保険は損失リスク限定型の新  

型投資信託を27日に発売する。償還額は開始  

日から2年後の日経平均株価を反映して決ま  
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